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(57)【要約】
【課題】シート状袋部を口を下にして支持でき、且つ中
の流動物の全てを使い切ることが可能となる台蓋付き絞
出し容器を提供する。
【解決手段】内面の全てを無空間状態に密接可能とした
シート状袋本体３の縁枠部６の一箇所にシート内面が密
接して重ね合わせ状態となるように閉鎖される絞出し口
４を備えたシート状袋部と１、該シート状袋部１を直立
させて支持する台蓋部２とから成り、前記台蓋部２は、
下部には前記シート状袋部１を絞出し口４を下にして直
立支持可能とする幅を有した台底部５と、上部には前記
シート状袋部１の絞出し口４付近の縁枠部へ連結可能と
した接続部７と、挿入された前記シート状袋部１の絞出
し口４を挟んだ両側から該絞出し口４を閉鎖可能とした
口受け部８と、前記シート状袋部１を支持可能に前記シ
ート状袋部１の絞出し口４周辺の下部を挟む支持溝９と
がそれぞれ形成される。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内面の全てを無空間状態に密接可能としたシート状の袋本体の縁枠部の一箇所にシート
内面を密接して閉鎖される絞出し口を備えたシート状袋部と、転倒しない幅を有する台底
部の上部に前記絞出し口を下向きにして該シート状袋部を直立させて支持する台蓋部とが
、前記シート状袋部の絞出し口付近の縁枠部で前記台蓋部と連結される台蓋付き絞出し容
器であって、
　前記台蓋部には、前記シート状袋部下部の絞出し口の周辺を挟んで該シート状袋部を直
立させて支持可能とする支持溝が設けられ、該支持溝内の前記絞出し口の挿入対応部位に
は、前記絞出し口を両側から挟んで閉鎖可能とした口受け部が設けられて成り、前記シー
ト状袋部に入れられた流動物を全量絞り出し可能としたことを特徴とする台蓋付き絞出し
容器。
【請求項２】
　請求項１に記載の台蓋付き絞出し容器において、
　シート状袋部が弾発性及び可撓性を有するシート材から成り、容量を増加させる方向に
附勢させて袋本体を形成したことを特徴とする台蓋付き絞出し容器。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の台蓋付き絞出し容器において、
　台蓋部の口受け部に、該口受け部の対向面を閉じる方向に附勢する口絞り手段を設けた
ことを特徴とする台蓋付き絞出し容器。
【請求項４】
　請求項１乃至３のうちいずれかに記載の台蓋付き絞出し容器において、
　台蓋部の口受け部の対向面に、それぞれ対向させて嵌合可能な凹条と凸条を形成したこ
とを特徴とする台蓋付き絞出し容器。
【請求項５】
　請求項１乃至４のうちいずれかに記載の台蓋付き絞出し容器において、
　シート状袋部の絞出し口の内部に、相互に密接するように嵌合する凹部と凸部を形成し
たことを特徴とする台蓋付き絞出し容器。
【請求項６】
　請求項１乃至５のうちいずれかに記載の台蓋付き絞出し容器において、
　台蓋部の口受け部の対向面に、それぞれ水平に対向させて絞りローラを一対設けたこと
を特徴とする台蓋付き絞出し容器。
【請求項７】
　請求項１乃至６のうちいずれかに記載の台蓋付き絞出し容器において、
　シート状袋部の絞出し口の近傍の縁枠部を両側から挟んで把持する補助部材を該シート
状袋部の縁枠部に装着し、該補助部材を介して台蓋部の支持溝に前記シート状袋部の絞出
し口の近傍の縁枠部が嵌合されるようにしたことを特徴とする台蓋付き絞出し容器。
【請求項８】
　請求項１乃至７のうちいずれかに記載の台蓋付き絞出し容器において、
　シート状袋部の絞出し口付近の縁枠部で連結される台蓋部の接続部が、シート状袋部の
縁枠部と、それを挟む前記台蓋部の支持溝とに、相互に嵌合される突起と嵌合孔とが形成
され、前記シート状袋部を前記嵌合孔を中心に前記シート状袋部を擺動させて、シート状
袋部の絞出し口が前記台蓋部の口受け部内へ出没可能に接続されたことを特徴とする台蓋
付き絞出し容器。
【請求項９】
　請求項１乃至７のうちいずれかに記載の台蓋付き絞出し容器において、
　シート状袋部の絞出し口付近の縁枠部で連結される台蓋部の接続部が、前記台蓋部の支
持溝と前記シート状袋部の縁枠部との対向面に設けられたレール突条とレール受溝とで相
互にスライド可能に嵌合され、前記シート状袋部の絞出し口が前記台蓋部の口受け部内へ
出没可能に接続されたことを特徴とする台蓋付き絞出し容器。
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【請求項１０】
　請求項１乃至７のうちいずれかに記載の台蓋付き絞出し容器において、
　シート状袋部の絞出し口付近の縁枠部で連結される台蓋部の接続部が、前記台蓋部が支
持溝で縦に２分割され、分割された一方と他方とが相互に嵌合される突起嵌合穴と嵌合突
起とが前記シート状袋部の縁枠部を挟んでそれぞれ対向して形成され、前記両方の台蓋部
を前記突起嵌合穴と嵌合突起で嵌合させ、前記シート状袋部の絞出し口が前記台蓋部の口
受け部内へ出没可能にシート状袋部と接続されることを特徴とする台蓋付き絞出し容器。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の台蓋付き絞出し容器において、
　台蓋部の分割された両方を連結する連結部を設けたことを特徴とする台蓋付き絞出し容
器。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１のうちいずれかに記載の台蓋付き絞出し容器において、
　シート状袋部の絞出し口付近の縁枠部で連結される台蓋部の接続部を、台蓋部とシート
状袋部との着脱を可能とする接続部としたことを特徴とする台蓋付き絞出し容器。
【請求項１３】
　請求項２に記載の台蓋付き絞出し容器において、
　シート状袋部の絞出し口を、細長く突出するとともに該絞出し口内の対向面を閉じる方
向に附勢した突出型絞出し口を該シート状袋部に備え、
　台蓋部に、前記シート状袋部の突出型絞出し口の先端が台底部から下に突き抜け可能と
し、該突出型絞出し口が膨らむことを妨害しない程度の開口幅Ｗを有する絞出し口挿通孔
を形成し、前記台底部の下から前記絞出し口挿通孔に向けて板面を開閉可能に押圧板を装
着し、先端が台底部から突出した前記シート状袋部の突出型絞出し口を前記押圧板で突出
型絞出し口を押し曲げて該突出型絞出し口の閉鎖を可能としたことを特徴とする台蓋付き
絞出し容器。
【請求項１４】
　請求項２に記載の台蓋付き絞出し容器において、
　シート状袋部の絞出し口を、細長く突出するとともに該絞出し口内の対向面を閉じる方
向に附勢した突出型絞出し口を該シート状袋部に備え、
　台蓋部に、前記シート状袋部の突出型絞出し口の先端が台底部から下に突き抜け可能と
し、該突出型絞出し口が膨らむことを妨害しない程度の開口幅を有する絞出し口挿通孔を
形成し、前記台底部の下から前記絞出し口挿通孔に向けて突出させた楔突起を、前記絞出
し口挿通孔に出没可能とする押圧板を装着し、先端が台底部から突出した前記シート状袋
部の突出型絞出し口に対して楔突起の締付け斜面で突出型絞出し口を横に押し遣るように
して該突出型絞出し口を閉鎖可能としたことを特徴とする台蓋付き絞出し容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、流動性のある物質を入れた袋状の容器を口が下向きになるように支持可能と
するとともにその容器内に入れた流動性を全て残すことなく出して使用しきることが可能
となる台蓋付き絞出し容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　チューブ状の絞出し容器内に入れた流動物を残すことなく全て使い切るにはどうしたら
良いかということについて多くの工夫がなされてきたが、容器の口部分は通常、キャップ
用ネジ部の形成などのため硬く形成されているため容器の口部分まで完全に押し潰すこと
できず、潰れ切れない口部周辺部分に溜まり空間が発生し、流動物を絞って押し出そうと
しても少量であるが必ず残ってしまい、全てを使い切ることができないという問題があっ
た。
　また、一般には、絞出し口を下に向けて倒立状態で保管して使用する方法が行われてお
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り、これは流動物を重力で最下部の口部に集まらせ、そのまま絞出し口を下向きにしてチ
ューブを押すことによって絞出し口に残された流動物を中に溜まっていた空気で後押しし
て全て排出させようとするものである。
　このように積極的に容器を倒立状態に保管するための台蓋付きのチューブ状の絞出し容
器が各種提供されているが、このような容器では、空気を中に入れにくかったり、空気に
接触させるのは好ましくないものが入っている容器の場合には、容器中の空気で口部周辺
部分の中にある流動物を押し出すということができず、全てを使い切ることができないと
いう問題があった。特に、薬品や化粧品など高価なものの場合では残量が僅かでも、それ
を捨ててしまうには大変もったいないことである。
【０００３】
　上記の如き流動物が容器に残留される問題に対して、下記特許文献１ではチューブ容器
の円形の口を薄肉にすることで押し潰すやすくし、口まで押し潰して口部内に残った流動
物を使い切ろうとし、また下記特許文献２では口頸部を押したとき溜まり空間が発生しな
い菱形に口を形成することが提案されている。
【特許文献１】登録実用新案３１３６０１５号公報
【特許文献２】特開２００２－２５５２０２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１の場合には、口部及びそれに繋がる周辺部が屈曲面のあ
る立体的な円筒形を成しているので、たとえ口部を薄肉に潰れやすく形成したとしても口
部及びその周辺全体の潰した形状が溜まり空間が発生しないような完全な密接性は得られ
ず、このため、流動物の残留問題の改善にはなったとしても完全に絞り出せるまでには至
らなかった。
　また上記特許文献２の場合では、キャップ自体が口部分の菱形に合わせた扁平な形状な
ので容器をその口を下にして直立させて自立させておくことは不可能で、倒れたままの容
器では、その口部分が置き場の上面に接触して不衛生面であるだけではなく、多数並べた
際に収納性や見映えなどが大変悪く、このためこのような容器は化粧品や衛生品などを入
れるために使用するに不適であった。
【０００５】
　そこで本発明は、上記問題を解決するために、流動物を入れる袋状の容器を口が下向き
になるように立てて支持可能とすることで衛生面に好ましく且つ見映えや収納性を高める
ことが可能となり、同時に容器の中の流動物を容器の口部分内に全く残すことなく全量を
完全に使い切ることが可能となる台蓋付きの絞出し容器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　以上の課題を解決するため、本発明の台蓋付き絞出し容器の請求項１に記載の発明は、
内面の全てを無空間状態に密接可能としたシート状の袋本体の縁枠部の一箇所にシート内
面を密接して閉鎖される絞出し口を備えたシート状袋部と、転倒しない幅を有する台底部
の上部に前記絞出し口を下向きにして該シート状袋部を直立させて支持する台蓋部とが、
前記シート状袋部の絞出し口付近の縁枠部で前記台蓋部と連結される台蓋付き絞出し容器
であって、前記台蓋部には、前記シート状袋部下部の絞出し口の周辺を挟んで該シート状
袋部を直立させて支持可能とする支持溝が設けられ、該支持溝内の前記絞出し口の挿入対
応部位には、前記絞出し口を両側から挟んで閉鎖可能とした口受け部が設けられて成り、
前記シート状袋部に入れられた流動物を全量絞り出し可能としたことを特徴とする。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、上記請求項１に記載の台蓋付き絞出し容器において、前記シ
ート状袋部が弾発性及び可撓性を有するシート材から成り、容量を増加させる方向に附勢
させて袋本体を形成したことを特徴とする。
【０００８】
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　請求項３に記載の発明は、上記請求項１又は２に記載の台蓋付き絞出し容器において、
　前記台蓋部の口受け部に、該口受け部の対向面を閉じる方向に附勢する口絞り手段を設
けたことを特徴とする。
【０００９】
　請求項４に記載の発明は、上記請求項１乃至３のうちいずれかに記載の台蓋付き絞出し
容器において、前記台蓋部の口受け部の対向面に、それぞれ対向させて嵌合可能な凹条と
凸条を形成したことを特徴とする。
【００１０】
　請求項５に記載の発明は、上記請求項１乃至４のうちいずれかに記載の台蓋付き絞出し
容器において、前記シート状袋部の絞出し口の内部に、相互に密接するように嵌合する凹
部と凸部を形成したことを特徴とする。
【００１１】
　請求項６に記載の発明は、上記請求項１乃至５のうちいずれかに記載の台蓋付き絞出し
容器において、前記台蓋部の口受け部の対向面に、それぞれ水平に対向させて絞りローラ
を一対設けたことを特徴とする。
【００１２】
　請求項７に記載の発明は、上記請求項１乃至６のうちいずれかに記載の台蓋付き絞出し
容器において、前記シート状袋部の絞出し口の近傍の縁枠部を両側から挟んで把持する補
助部材を該シート状袋部の縁枠部に装着し、該補助部材を介して台蓋部の支持溝に前記シ
ート状袋部の絞出し口の近傍の縁枠部が嵌合されるようにしたことを特徴とする。
【００１３】
　請求項８に記載の発明は、上記請求項１乃至７のうちいずれかに記載の台蓋付き絞出し
容器において、前記シート状袋部の絞出し口付近の縁枠部で連結される台蓋部の接続部が
、シート状袋部の縁枠部と、それを挟む前記台蓋部の支持溝とに、相互に嵌合される突起
と嵌合孔とが形成され、前記シート状袋部を前記嵌合孔を中心に前記シート状袋部を擺動
させて、シート状袋部の絞出し口が前記台蓋部の口受け部内へ出没可能に接続されたこと
を特徴とする。
【００１４】
　請求項９に記載の発明は、上記請求項１乃至７のうちいずれかに記載の台蓋付き絞出し
容器において、前記シート状袋部の絞出し口付近の縁枠部で連結される台蓋部の接続部が
、前記台蓋部の支持溝と前記シート状袋部の縁枠部との対向面に設けられたレール突条と
レール受溝とで相互にスライド可能に嵌合され、前記シート状袋部の絞出し口が前記台蓋
部の口受け部内へ出没可能に接続されたことを特徴とする。
【００１５】
　請求項１０に記載の発明は、上記請求項１乃至７のうちいずれかに記載の台蓋付き絞出
し容器において、前記シート状袋部の絞出し口付近の縁枠部で連結される台蓋部の接続部
が、前記台蓋部が支持溝で縦に２分割され、分割された一方と他方とが相互に嵌合される
突起嵌合穴と嵌合突起とが前記シート状袋部の縁枠部を挟んでそれぞれ対向して形成され
、前記両方の台蓋部を前記突起嵌合穴と嵌合突起で嵌合させ、前記シート状袋部の絞出し
口が前記台蓋部の口受け部内へ出没可能にシート状袋部と接続されることを特徴とする。
【００１６】
　請求項１１に記載の発明は、上記請求項１０に記載の台蓋付き絞出し容器において、前
記台蓋部の分割された両方を連結する連結部を設けたことを特徴とする。
【００１７】
　請求項１２に記載の発明は、上記請求項１乃至１１のうちいずれかに記載の台蓋付き絞
出し容器において、前記シート状袋部の絞出し口付近の縁枠部で連結される台蓋部の接続
部を、前記台蓋部とシート状袋部との着脱を可能とする接続部としたことを特徴とする。
【００１８】
　請求項１３に記載の発明は、上記請求項２に記載の台蓋付き絞出し容器において、前記
シート状袋部の絞出し口を、細長く突出するとともに該絞出し口内の対向面を閉じる方向
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に附勢した突出型絞出し口を該シート状袋部に備える。
　そして、台蓋部に、前記シート状袋部の突出型絞出し口先端が台底部から下に突き抜け
可能とし、該突出型絞出し口が膨らむことを妨害しない程度の開口幅を有する絞出し口挿
通孔を形成し、前記台底部の下から前記絞出し口挿通孔に向けて板面を開閉可能に押圧板
を装着し、先端が台底部から突出した前記シート状袋部の突出型絞出し口を前記押圧板で
突出型絞出し口を押し曲げて該突出型絞出し口の閉鎖を可能としたことを特徴とする。
【００１９】
　請求項１４に記載の発明は、上記請求項２に記載の台蓋付き絞出し容器において、前記
シート状袋部の絞出し口を、細長く突出するとともに該絞出し口内の対向面を閉じる方向
に附勢した突出型絞出し口を該シート状袋部に備える。
　そして、台蓋部に、前記シート状袋部の突出型絞出し口の先端が台底部から下に突き抜
け可能とし、該突出型絞出し口が膨らむことを妨害しない程度の開口幅を有する絞出し口
挿通孔を形成し、前記台底部の下から前記絞出し口挿通孔に向けて突出させた楔突起を前
記絞出し口挿通孔に出没可能とする押圧板を装着し、先端が台底部から突出した前記シー
ト状袋部の突出型絞出し口に対して楔突起の締付け斜面で突出型絞出し口を横に押し遣る
ようにして該突出型絞出し口を閉鎖可能としたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明が上記構成なので、これを使用するときには、袋本体は内面の全てを無空間状態
に密接して重ね合わせ可能なシート状袋本体を指などで押して中の流動物を絞れば、絞出
し口部分ではシート内面が重ね合わせ状態に密接して閉じられるため、その絞出し口に到
った流動物は行き場をなくして全て外に押し出される。その結果、袋本体に入っていた流
動物は無駄なく全てを使用することが可能となる。
　また、保管しておくときには、前記シート状袋部の絞出し口を下にして、台蓋部の支持
溝に前記シート状袋部の絞出し口周辺の下部が嵌って、その台蓋部にシート状袋部を安定
的に直立状態で支持して置くことが可能となる。
　さらに、前記台蓋部と前記シート状袋部とは接続部で連結され、使用後は台蓋部の口受
け部にシート状袋部の絞出し口を挟んで口を封鎖してから絞出し口を下にして直立させた
状態に保管して置くことができ、再度使用する際には、流動物は重力で絞出し口の上部分
に下がって溜まった状態となっており、最終的にはそのまま絞出し口を先端開口まで絞る
ことによって、流動物をその絞出し口から全て外に押し出すことが可能となる。
【００２１】
　請求項２に記載の発明では、シート状袋部の袋本体が弾発性と可撓性とを備えたシート
材で容量を増やす方向に附勢されているので、使用して中の流動物が減少してもその減少
分の容積に戻るように積極的に空気を吸い入れて袋本体が大きく膨らみ、この結果、袋本
体が凹むことで途中から屈曲して容器のバランスが崩れて転倒しやすくなるようなことは
なくなる。
【００２２】
　請求項３に記載の発明では、台蓋部の口受け部に設けた口絞り手段によって口受け部が
シート状袋部の絞出し口に対して両側から締め付けて前記絞出し口から流動物が漏れ出て
しまうのを防止することが可能となる。
【００２３】
　請求項４に記載の発明では、台蓋部の対向面に設けた凹条と凸条によって台蓋部の口受
け部でシート状袋部の絞出し口を両側から強く集中的に締め付けできるので前記絞出し口
から流動物が漏れ出るのを防止できる。
【００２４】
　請求項５に記載の発明では、シート状袋部の絞出し口の内部で、凹部と凸部が嵌め込ま
れて密接し、絞出し口からの流動物の漏れが強く防止できるようになる。
【００２５】
　請求項６記載の発明では、口受け部に絞出し口が差し込まれると、シート状袋部の絞出
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し口の対向面の一対の絞りローラによりに絞出し口が絞られて、流動物が袋本体内に戻さ
れ閉鎖され漏れ出るのが防止できるようになる。
【００２６】
　請求項７に記載の発明では、シート状袋部は柔軟に変形しやすく、変形したままでは台
蓋部の支持溝に入れにくくなる場合があるのが、そのシート状袋部の縁枠部を挟む硬質な
板で形成された補助部材を嵌めるなどして、シート状袋部の縁枠部を直線的な一定の形に
矯正でき、円滑に台蓋部の支持溝に差し込めるようになる。
【００２７】
　請求項８に記載の発明では、前記台蓋部の支持溝の内面と前記シート状袋部の縁枠部と
に設けた突起と嵌合孔との嵌合による接続部によって、前記台蓋部に前記シート状袋部が
擺動可能に接続され、前記シート状袋部と前記台蓋部を持って押し引きすることによって
、前記シート状袋部の絞出し口が前記台蓋部の口受け部から出没させることがで、引いて
開けば簡単にシート状袋部の絞出し口を露出させて使用することが可能となり、押して閉
じれば絞出し口を容易に閉鎖させることが可能となる。
【００２８】
　請求項９に記載の発明では、前記台蓋部の支持溝と前記シート状袋部に縁枠部との対向
面に設けたレール突条とレール受溝との嵌合で前記台蓋部とシート状袋部とがスライド可
能に接続され、前記台蓋部に対して前記シート状袋部を押し引きすることで、前記シート
状袋部の絞出し口が前記台蓋部の口受け部に出没可能とすることができる。
【００２９】
　請求項１０及び請求項１１に記載の発明では、前記台蓋部が縦に２分割されるので、汚
れが着きやすいく落とし難いシート状袋部の絞出し口やその付近の縁枠部及び台蓋部の支
持溝内などに付着した汚れを、綺麗に拭き取ったり洗ったりするこが可能となる。
【００３０】
　請求項１２に記載の発明では、前記台蓋部とシート状袋部とが着脱できるので、使い切
り後に、再度、流動物が充填された別のシート状袋部と交換して使用することが可能とな
る。
【００３１】
　請求項１３に記載の発明では、台蓋部の絞出し口挿通孔から台底部を突き抜けた細長い
突出型絞出し口が、押圧板で押し曲げられて閉鎖されて確実に漏れが防止できるとともに
前記台蓋部と前記シート状袋部からも外れないように確実に固定できるようになる。
　そして、再度押圧板を開いて、前記台底部の下から突出させた前記絞出し口は開口幅ま
で膨らなせることができるので、そのまま流動物を絞り出して使用することができる。
　使用後は、押すのをやめると、膨らむように附勢された袋本体内に流動物が戻り、また
絞出し口は対向面を閉じる方向に附勢されているので前記突出型絞出し口には流動物がな
くなって自動的に閉じられ、再度押圧板を閉じれば、突出型絞出し口を板面が押して閉鎖
される。
　このため突出型絞出し口付近が汚れることがなく衛生的に使用できる。
【００３２】
　請求項１４に記載の発明では、上記と同様に、押圧板を開いて、前記台底部の下から突
出させた前記絞出し口は開口幅まで膨らませることができるので、そのまま流動物を絞り
出して使用することができ、また、突出型絞出し口付近を汚さずに衛生的に使用すること
ができる。
　さらに、先端が台底部から突出した突出型絞出し口は、楔突起の締付け斜面で横に押し
遣られて強く締め付けられ、確実に閉鎖することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　本発明を実施するための最良の形態を次に実施例を示して詳細に説明する。
　本発明の台蓋付き絞出し容器は、図１、２及び図３に示すように、シート状袋部１と台
蓋部２とが接続部７で接続された構成となっている。
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　前記シート状袋部１は、内面の全てを無空間状態に重ね合わせ密接可能となるように合
成樹脂シートや金属と樹脂との複合シートなどの袋本体３の縁枠部６の一箇所にシート内
面が密接状態に重ね合わせられるように閉鎖される絞出し口４を備える。
【００３４】
　前記シート状袋部１の袋本体３の形状は、図１５に示すように、袋本体３の内面の全て
を無空間状態に重ね合わせ可能とするものなので、合成樹脂シート製を単に二枚張り合わ
せたものだけではなく、襞や折り目２５を設けて大きく膨らむように形成した袋本体３で
あっても使用することができ、また別の折り方もでき、内面の全てを無空間状態に重ね合
わせて密接されるものであれば特に限定するものではない。
【００３５】
　前記台蓋部２は、下部に前記シート状袋部１の袋本体３を支えて倒れない程度の広さと
形状の台底部５を備える。この台底部５は倒れない程度であれば、平面状や３本以上の下
向きの脚状などに形成しても良い。
　その台底部５の上部には、図1に示すように、前記シート状袋部の絞出し口４を下向き
にしてシート状袋部を直立させ、そのシート状袋部１の絞出し口４付近の縁枠部６の一部
に対して連結可能とする接続部７を設ける。
【００３６】
　また、前記台蓋部２には、図２に示すように、前記シート状袋部１下部の絞出し口４の
周辺を挟んで該シート状袋部１を直立させて支持可能とする支持溝９が設けられ、該支持
溝９内の前記絞出し口４の挿入対応部位には、前記絞出し口４を両側から挟んで閉鎖可能
とした口受け部８が設けられる。
【００３７】
　またシート状袋部１の縁枠部６は柔軟に変形しやすく前記支持溝９に入れにくい面もあ
るので、例えば、図１１に示すように、前記シート状袋部１の絞出し口４の近傍の縁枠部
６を両側から挟んで把持する断面コ字形を硬質樹脂板製の補助部材２２を該シート状袋部
１の縁枠部６に嵌めて取り付けることが可能である。
　この場合では、前記シート状袋部１の縁枠部６が嵌め込まれた補助部材２２でその縁枠
部６を直線的な一定の形に矯正でき、この部分が円滑に台蓋部２の支持溝９に差し込める
ようになる。
【００３８】
　上記本発明の台蓋付き絞出し容器のシート状袋部１には流動物が充填されて使用される
。
　この流動物が充填された台蓋付き絞出し容器を保管して置くときには、絞出し口４を下
向きにして、図１に示すように、前記台蓋部２の口受け部８に前記シート状袋部１の絞出
し口４を差し込み、中の流動物が出ないように絞出し口４を閉鎖して前記シート状袋部１
を前記台蓋部２に立てて支持し、そのままで保管して置く。
　そして、中の流動物を使用するときには、図２に示すように、前記台蓋部２から前記シ
ート状袋部１を外し、図３に示すように、前記台蓋部２が邪魔しない程度に前記台蓋部２
と前記シート状袋部１を開いて、前記袋本体３を押圧して、前記絞出し口４から前記シー
ト状袋部１の中の流動物Ｍを外に絞り出す。
【００３９】
　前記前記シート状袋部１は薄いシート状なので流動物Ｍを使用して、中の流動物が少な
くなると、袋本体３の膨らみがなくなった部分が凹んでそこから袋本体３が屈曲してしま
い、全体がバランスを崩して直立を維持させることができずに倒れてしまうおそれがある
。
　このような事態になるのを防ぐには、図１３に示すように、前記台蓋部２の支持溝９の
両側上部に高い直立支持片２３を設ければ、シート状袋部１の側面が高い位置で支えられ
て、前記シート状袋部１の屈曲を防止できるようになる。
　しかし、直立支持片２３を設けない場合には、中の流動物が少なくなっても袋本体３の
膨らみが維持できるようにするため、前記シート状袋部１を弾発性と可撓性とを備えたシ
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ート材を用いて、容量を増やす方向に附勢するように形成した袋本体３ａを使用すると良
い。
　この場合、図５に示すように、上記シート材を用いた袋本体３ａは、中の流動物Ｍが使
用により減少すると、袋本体３ａ自身が膨らむので、中の流動物Ｍが減少した分の容積だ
け自動的に空気が入って膨らみ空間Ｋが発生し、袋本体３ａの屈曲が防止され、図１に示
すように、前記シート状袋部１の縁枠部６部分が前記支持溝９に嵌って支えられ、倒れず
に袋本体３ａの直立が維持される。
【００４０】
　また、台蓋部２の口受け部８に、図６の（イ）に示すように、該口受け部８の対向面を
閉じる方向に附勢する口絞り手段１２を設けることもできる。
　この図６に示す口絞り手段１２では、前記シート状袋部１の絞出し口４を挟んだ状態で
閉鎖する口受け部８を、前記台蓋部２の口受け部８に挿入されたシート状袋部１の絞出し
口４を挟むように形成し、対向面１２ａ、１２ｂを閉じる方向に附勢している例が示され
ている。
　この例の場合、前記口受け部８にシート状袋部１の絞出し口４を挿入するとき口受け部
８が附勢に抗して開いて絞出し口４を押し絞るように閉鎖でき、また口受け部８は、図６
の（ロ）に示すように、弾力的に開くのでシート状袋部１の絞出し口４が差し込み易くな
る。
【００４１】
　また、前記口受け部８ついては、図７の（イ）に示すように、前記台蓋部３の口受け部
８の対向面に、それぞれ対向させて凹条１３ｂと凸条１３ａを形成することもできる。
　この図７では、前記台蓋部２の口受け部８の対向面の一部に相互に密接可能な凹条１３
ｂと凸条１３ａを対向させて設け、その間にシート状袋部１の絞出し口４が挿入されると
、図７の（ロ）に示すように、その凹条１３ｂと凸条１３ａ部分が集中して密着状態に接
し、前記絞出し口４からの漏れが起こらないように確実に前記絞出し口４を閉鎖すること
ができるようになる。
【００４２】
　また、前記シート状袋部１の絞出し口４については、図８に示すように、シート状袋部
１の絞出し口４内部の対向した内面に、相互に密接するように嵌合する凹部１４ｂと凸部
１４ａを形成することが可能である。
　この場合でも、前記絞出し口４が前記台蓋部２の口受け部８の対向両面から押圧される
とその凹部１４ｂと凸部１４ａとが噛み合って確実に前記絞出し口４を閉鎖することが可
能となる。
【００４３】
　この他に、図１４に示すように、前記台蓋部２の支持溝９及び口受け部８に該口受け部
８の対向面から突出させて水平に絞りローラ２４ａ、２４ｂを一対設ければ、ここで前記
絞出し口４内に残った流動物が効果的に袋本体３の内部に戻されるよう絞られつつシート
状袋部１を前記台蓋部２の支持溝９に円滑に納められるようになるのでこのような手法も
有効である。
　前記絞りローラ２４ａ、２４ｂは、前記絞出し口４が絞れるように間隔を狭めて接近さ
せて設けるが、台蓋部２の口受け部８が、その口受け部８の対向面を閉じる方向に附勢す
る口絞り手段１２を設けた形態では、前記絞りローラ２４ａ、２４ｂを軽く接触した状態
で設けてもその間が前記絞出し口４の差し込みで押し開けられて絞るように入れるころが
できるので良い。
【００４４】
　また、前記シート状袋部１の絞出し口４付近の縁枠部で連結される台蓋部２の接続部７
は各種形態が可能である。
　その一例を示すと、図３に示すように、シート状袋部１の縁枠部６と、それを挟む前記
台蓋部２の支持溝９とに、図４に示すように、相互に嵌合される突起１０とその突起１０
が嵌合される嵌合孔１１とを形成する形態が可能である。
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　この図４では、前記シート状袋部１を前記嵌合孔１１を中心に前記シート状袋部１を擺
動させて、シート状袋部１の絞出し口４が前記台蓋部２の口受け部８内へ出没可能に接続
してある。
　このような接続部７の場合、前記シート状袋部１と前記台蓋部２とを口受け部８側を持
って押し引きすることによって、前記シート状袋部１の絞出し口４が前記台蓋部２の口受
け部８に対して出没可能となる。
【００４５】
　また、前記接続部７は、図４に示す形態のほかに、図９に示すように、前記台蓋部２の
支持溝９と前記シート状袋部１の縁枠部６との対向面に設けられたレール突条１５ａとレ
ール受溝１５ｂとで相互にスライド可能に嵌合され、前記シート状袋部１の絞出し口４が
前記台蓋部２の口受け部８内へ出没可能に接続されるようにした形態も可能である。
　この場合、前記台蓋部２とシート状袋部１とが相互に前記レール上を往復するが、一方
に進んで抜き取られるように分離される態様と、ストッパーを設けて抜き取れないように
する態様とが可能である。
【００４６】
　また別に前記接続部７は、図１２に示すように、前記台蓋部２が支持溝９で縦に２分割
され、分割された一方２ａと他方２ｂとが相互に嵌合される突起嵌合穴２０と嵌合突起１
９とが前記シート状袋部１の縁枠部６を挟んでそれぞれ対向して形成され、前記両方２ａ
、２ｂの台蓋部２を前記突起嵌合穴２０と嵌合突起１９で嵌合させ着脱可能になるように
し、前記シート状袋部１の絞出し口４が前記台蓋部２の口受け部８内へ出没可能にシート
状袋部１と接続される形態も可能である。
　さらに、図１０に示すように、そのように台蓋部２の分割された両方２ａ、２ｂを連結
する連結部１８を設けて、前記台蓋部２の分割した両方を開閉させて前記突起嵌合穴１７
と嵌合突起１６とを嵌合して前記シート状袋部１を挟み付けて接続できるようにすること
もできる。
【００４７】
　また、前記シート状袋部１の絞出し口４付近の縁枠部６で連結される台蓋部２の接続部
７は、台蓋部２とシート状袋部１との着脱を可能とする接続部７としても良い。
　例えば、図４に示すように、相互に嵌合される突起１０と嵌合孔１１とが外れるように
僅か緩く嵌合されるようにすれば前記シート状袋部１と前記台蓋部２とが着脱が可能とな
る。
　このように前記台蓋部２とシート状袋部１とが着脱できると、中の流動物を使い切った
後、空のシート状袋部１を取り外し、流動物が充填されている別のシート状袋部１と交換
することができ、台蓋部２も捨てずに使用することが可能となるので資源のリサイクルに
役立たせることができる。そして、空となったシート状袋部１も流動物を再充填して使用
することもできる利点もある。
【００４８】
　次に、図１６に示すように、シート状袋部１の絞出し口４を細長く突出させて突出型絞
出し口２６に形成し、図１７及び図１８に示すように、その細長い絞出し口４を前記台蓋
部２の台底部５から先端が突き抜けるように差し込み、前記台蓋部２の台底部５に設けた
押圧板３０で突出型絞出し口２６の先端側を台蓋部２の一部に押し当てて、絞出し口４を
閉鎖させる形態を説明する。
【００４９】
　この形態では、図１７及び図１８の（イ）に示すように、前記シート状袋部１を前記台
蓋部２に固定したままで、細長く突出させた絞出し口４から流動物を押し出せるようにす
るため、前記台蓋部２の口受け部８に台底部５を貫通した絞出し口挿通孔２７を形成する
。
　この絞出し口挿通孔２７は、絞出し口４から流動物が通過できるようにするため対向面
２７ａ、２７ｂ間を、図１７及び図１８の（イ）に示すように、前記突出型絞出し口２６
が膨らむことを妨害しない程度の開口幅Ｗが確保されるように形成する。
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　こうすれば前記シート状袋部１の前記突出型絞出し口２６は、前記開口幅Ｗまで膨らん
で、図１７及び図１８の（ロ）に示すように、袋本体３を押すと容易に中の流動物Ｍが袋
本体３から押し出すことが可能となる。
【００５０】
　この形態で使用する前記シート状袋部１の袋本体３は、絞出し口４に着いた流動物Ｍが
押圧板に付着して汚れるのを防止するために、前記突出型絞出し口２６は両側から閉じる
方向に附勢され、また袋本体３は弾発性及び可撓性を有して大きく膨らむように附勢され
るように形成した袋本体３ａのシート状袋部１を使用する。
　このシート状袋部１は　使用して絞出し口４に着いた流動物Ｍは、袋本体３を押圧する
のをやめると、自動的に膨らんで袋本体３ａ内に流動物Ｍを引き戻し、この際、絞出し口
４から出ている流動物Ｍも中に引き入れられ、さらに、前記突出型絞出し口２６は対向面
が閉じる方向に附勢されているので前記突出型絞出し口２６には流動物がなくなって自動
的に絞出し口４も閉じられる。
　このように前記突出型絞出し口２６に流動物がない状態で、図１７の形態ではその図７
の（ロ）に示すように、押圧板３０で突出型絞出し口２６を押し当てても前記突出型絞出
し口２６の付近が汚れることがなく衛生的である。
【００５１】
　この図１７の形態では、前記台蓋部２の台底部５の下から前記絞出し口挿通孔２７に向
けて板面を開閉可能に押圧板３０を装着され、前記台蓋部２は台底部５に前記押圧板３０
は納まる切欠部２８が形成され、その切欠部２８の前記絞出し口挿通孔２７に繋がる部分
に突出型絞出し口２６を受け入れる絞出し口受止段差部２９が形成される。
　また、前記押圧板３０の基部は前記切欠部２８に設けた枢支部３１に擺動可能に枢支さ
れる。
　なお、前記押圧板３０の先端部には爪掛け部３０ａを設けると開閉しやすくなる。
　この押圧板３０を閉じると、突出型絞出し口２６を絞出し口受止段差部２９内に押し曲
げて該突出型絞出し口２６を絞出し口受止段差部２９に押さえつけた状態で絞出し口４が
閉鎖される。
【００５２】
　また、前記台蓋部２の押圧板及びそれを受ける台底部５の形状は上記形態とは別の形態
も可能である。
　別の形態は、例えば、図１８の（イ）に示すように、上記形態と同様の弾発性及び可撓
性で膨らむシート状袋部１を使用し、台蓋部２も上記形態と同様に前記シート状袋部１の
突出型絞出し口２６の先端が台底部５から下に突き抜け可能で該突出型絞出し口２６が膨
らむことを妨害しない程度の間隔Ｗを有する絞出し口挿通孔２７を形成する。
　さらに、前記台底部５の下から前記絞出し口挿通孔２７に向けて突出させた楔突起３５
を前記絞出し口挿通孔２７に出没可能とする押圧板３４を装着する。
　そして、先端が台底部５から突出した前記シート状袋部１の突出型絞出し口２６に対し
て楔突起３５の締付け斜面３５ｂで突出型絞出し口２６を横に押し遣るようにして該突出
型絞出し口２６が閉鎖できるようにする。
【００５３】
　この図１８の形態をさらに詳しく説明すると、前記台蓋部２の台底部５の下から前記絞
出し口挿通孔２７に向けて板面を開閉可能に板面に楔突起３５を設けた押圧板３４を装着
する。
　そして、前記台蓋部２は台底部５に前記押圧板３４は納まる切欠部３２が形成され、そ
の切欠部３２の前記絞出し口挿通孔２７に繋がる部分に押圧板３４に設けた楔突起３５を
受け入れる空間に向けて楔突起締付け斜面３３を形成する。
　また、前記押圧板３４の基部は前記切欠部３２に設けた枢支部３６に擺動可能に枢支す
る。
　前記押圧板３４に設けた楔突起３５と前記絞出し口挿通孔２７及び楔突起締付け斜面３
３との関係は、図１８の（ロ）に示すように、前記押圧板３４が枢支部３６を中心に擺動
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するとき、前記楔突起の先端部３５ａが前記絞出し口挿通孔２７内に入り（図１８（ロ）
の一点鎖線で示す）、前記絞出し口挿通孔２７内の一面２７ａに形成された楔突起締付け
斜面３３に対して楔突起外側の楔突起の締付け斜面３５ｂが当接する（図１８（イ）の一
点鎖線で示す）ように前記押圧板３４に楔突起の締付け斜面３５を形成する。
　そして、図１８の（イ）に示すように、前記楔突起３５内側は前記押圧板３４が閉じら
れて切欠部３２に納まったとき、前記絞出し口挿通孔２７内の対向２７ｂと突出型絞出し
口２６とを挟む間隔が得られるように形成する。
　この形態では、台底部５から突出した前記シート状袋部１の突出型絞出し口２６が楔突
起３５で強く締め付けられて絞出し口４が完全に閉鎖できるようになる。
　なお、前記押圧板３４の先端部には爪掛け部３４ａを設けると開閉しやすくなる。
【００５４】
　本発明は以上のように、前記台蓋部２に前記シート状袋部１が絞出し口４が下向きにな
るように立てた状態で安定的に支持され、且つ前記袋本体３は内面の全てを無空間状態に
なるので指などで押して中の流動物を絞れば、前記袋本体３内及び絞出し口４内に流動物
が全く残ることなく綺麗に押し出され、全量完全に使い切ることが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００５５】
　本発明は上記の如き構造の台蓋付き絞出し容器であり、シート状袋部に入れる物質は口
を下にするので水を入れるには不適である。しかし、接着剤、化粧品及び薬品用などゲル
状などの流動性のある物質であれば多様な物質を入れことができ、容量の大小に係らず各
種用途に利用することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明のシート状袋部に台蓋部を立てて支持している状態を示す斜視図である。
【図２】シート状袋部を台蓋部から少し開いた状態を示す斜視図である。
【図３】シート状袋部を台蓋部から大きく開いて流動物を絞り出した状態を示す斜視図で
ある。
【図４】シート状袋部と台蓋部との接続部を示す要部の縦断側面図である。
【図５】シート状袋部の袋本体が膨らんだ状態を示す縦断側面図である。
【図６】台蓋部の口受け部に口絞り手段を備えた形態を示し、（イ）がシート状袋部を外
した台蓋部の状態、（ロ）がシート状袋部を台蓋部に差し込んだ状態の要部の縦断斜視図
である。
【図７】別の形態の台蓋部の口受け部に口絞り手段を備えた形態を示し、（イ）がシート
状袋部を外した台蓋部の状態、（ロ）がシート状袋部を台蓋部に差し込んだ状態の要部の
縦断斜視図である。
【図８】シート状袋部の絞出し口を台蓋部の口受け部に差し込んだ状態の要部の縦断側面
図である。
【図９】台蓋部とシート状袋部とを相互にレール上を往復可能に嵌合させた接続部を示す
斜視図である。
【図１０】別の形態のシート状袋部と台蓋部との接続部を示す斜視面図である。
【図１１】補助部材を介して台蓋部にシート状袋部が連結される接続部を示す斜視面図で
ある。
【図１２】シート状袋部と台蓋部を着脱可能とした形態を示す斜視図である。
【図１３】台蓋部に直立支持片を設けた形態の斜視図である。
【図１４】絞りローラを設けた形態の要部の縦断側面図である。
【図１５】別態様の袋本体のシート状袋部を示す斜視図である。
【図１６】別態様のシート状袋部を示す斜視図である。
【図１７】別態様の台蓋部に絞出し口貫通孔を設けた形態の、（イ）が絞出し口を閉じた
状態を示し、（ロ）が絞出し口を開いた状態を示す台蓋部の下方から見た要部の各縦断斜
視図である。
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【図１８】図１７とは別態様の台蓋部に絞出し口貫通孔を設けた形態の、（イ）が絞出し
口を閉じた状態を示し、（ロ）が絞出し口を開いた状態を示す台蓋部の下方から見た要部
の各縦断斜視図である。
【符号の説明】
【００５７】
　１　シート状袋部
　２　台蓋部
　２ａ　分割した台蓋部の一方
　２ｂ　分割した台蓋部の他方
　３　袋本体
　３ａ　弾発性と可撓性を備えた袋本体
　４　絞出し口
　５　台底部
　６　縁枠部
　７　接続部
　８　口受け部
　９　支持溝
１０　突起
１１　嵌合孔
１２　口絞り手段
１２ａ　口受け部対向面
１２ｂ　口受け部対向面
１３ａ　凸条
１３ｂ　凹条
１４ａ　凸部
１４ｂ　凹部
１５ａ　レール凸条
１５ｂ　レール凹溝
１６　嵌合突起
１７　突起嵌合穴
１８　連結部
１９　嵌合突起
２０　突起嵌合穴
２１ａ　挟持面
２１ｂ　挟持面
２２　補助部材
２３　直立支持片
２４ａ　絞りローラ
２４ｂ　絞りローラ
２５　袋本体の折り目
２６　突出型絞出し口
２７　絞出し口貫通孔
２８　切欠部
２９　絞出し口受止段差部
３０　押圧板
３０ａ　爪掛け部
３１　枢支部
３２　切欠部
３３　楔突起締付け斜面
３４　押圧板
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３４ａ　爪掛け部
３５　楔突起
３５ａ　楔突起の先端部
３５ｂ　楔突起の締付け斜面
３６　枢支部
　Ｍ　流動物
　Ｗ　開口幅

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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